
全
自
交
東
京
地
連
は
６
月
26

日
（
月
）
江
東
公
会
堂
テ
ィ

ア
ラ
こ
う
と
う
で
「
２
０
２

３
年
第
2
回
法
対
学
校
」
を

約
80
名
の
参
加
者
が
集
い
、

座
長
に
大
和
自
交
労
組
の
佐

野
雅
也
さ
ん
を
指
名
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
主
催
者
を
代
表
し
見

須
一
隆
執
行
委
員
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
「
久
し
ぶ
り
に
規

制
も
な
く
法
対
学
校
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
我
々
は
公
道

を
使
用
し
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
様
々
の
危
険
な
乗
り

物
が
新
た
に
走
っ
て
い
ま
す
。

本
日
の
講
演
は
、
公
益
財
団

法
人
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

の
三
浦
常
務
理
事
、
安
田
指

導
部
長
を
招
き
、
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
な
ど
の
危
険
な
乗

り
物
に
つ
い
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
す
。
講
演
二
部
で
は
、

安
田
指
導
部
長
か
ら
評
価
制

度
や
羽
田
空
港
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き

ま
す
。
日
頃
の
乗
務
で
役
に

立
つ
内
容
な
の
で
、
各
職
場

に
持
ち
帰
り
、
教
宣
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

講
演
で
は
公
益
財
団
法
人

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の

三
浦
信
彦
常
務
理
事
、
安
田

克
己
指
導
部
長
を
迎
え
、
講

演
一
部
で
は
三
浦
常
務
理
事

よ
り
「
新
し
い
交
通
ル
ー
ル
」

と
題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま

し
た
。
「
7
月
1
日
道
路
交

通
法
改
正
に
よ
り
、
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
利
用
が
拡
大
し

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が

タ
ク
シ
ー
と
衝
突
す
る
事
故

が
現
在
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
が
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
に
注
意
を
払
い
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

存
在
を
認
識
す
る
。
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
走
行
速
度
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
の
運
転
者
に
は
、
関
係
各

所
に
注
意
を
喚
起
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
三
浦
常
務
理
事

は
前
職
の
経
験
か
ら
、
警
察

官
の
交
通
違
反
取
締
方
に
つ

い
て
、
一
定
の
決
め
事
が
有

る
の
か
と
の
質
問
に
「
取
り

締
ま
り
基
準
は
特
に
な
い
が
、

行
き
過
ぎ
た
取
り
締
ま
り
に

つ
い
て
は
、
関
係
部
署
に
申

し
伝
え
て
お
き
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
二
部

は
安
田
指
導
部
長
よ
り
「
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
運
用
・
評
価

制
度
」
等
解
説
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。

乗
り
場
運
用
で
は
、
羽
田

空
港
繁
忙
期
運
用
方
法
に
つ

い
て
、
次
の
通
り
運
用
し
ま

す
。
夏
季
繁
忙
期
、
令
和
５

年
７
月
22
日
か
ら
８
月
31
日

の
41
日
間
、
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー

ク
９
月
15
日
か
ら
18
日
、

22
日
か
ら
25
日
の
８
日
間
、

年
末
年
始
12
月
29
日
か
ら
翌

１
月
３
日
の
６
日
間
運
用
い

た
し
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
開

設
期
間
中
に
お
け
る
、
臨
時

タ
ク
シ
ー
待
機
所
に
つ
い
て
、

気
を
付
け
て
入
構
し
て
頂
き

た
い
。
ま
た
、
東
京
駅
八
重

洲
口
前
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

「
３
台
同
時
乗
車
」
に
つ
い

て
、
利
用
者
が
多
い
時
間
帯

な
ど
は
客
列
が
長
く
な
る
こ

と
か
ら
、
乗
車
効
率
の
向
上

を
図
る
た
め
乗
り
場
先
頭
車

両
か
ら
３
台
が
同
時
乗
車
で

き
る
乗
り
場
と
し
て
運
用
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
繁
忙

期
に
お
い
て
は
、
手
荷
物
が

多
い
利
用
者
が
集
中
し
、
利

用
者
か
ら
は
「
乗
車
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
」
「
分

か
り
づ
ら
く
３
台
乗
車
が
で

き
な
い
」
等
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
案

内
表
示
を
分
か
り
や
す
い
も

の
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
３
台
同
時
乗
車
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
法
対
学
校
で
学
ん
だ

諸
法
制
や
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
な
ど
を
理
解
し

成
果
を
職
場
に
持
ち
帰
り
、

法
対
活
動
に
い
か
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

７
月
11
日
（
火
）
に
東
京

都
千
代
田
区
の
全
日
通
霞
が

関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

「
全
自
交
労
連
２
０
２
３
夏

季
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」
が
全
国

か
ら
約
１
５
０
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
地

連
、
本
田
明
広
さ
ん
を
座
長

に
選
出
、
溝
上
泰
央
中
央
執

行
委
員
長
の
主
催
者
代
表
挨

拶
の
後
、
「
ハ
イ
タ
ク
産
業

を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
土
交
通
省

自
動
車
局
旅
客
課
の
石
嶋
隆

之
地
域
交
通
室
長
と
随
行
者

と
し
て
旅
客
課
、
高
畑
賢
太

係
長
も
参
加
し
て
頂
き
、

「
タ
ク
シ
ー
事
業
の
現
状
、

経
営
環
境
改
善
に
向
け
た
運

賃
改
定
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
係
る
制

度
・
運
用
の
改
善
策
、
タ
ク

シ
ー
の
車
内
に
お
け
る
氏
名
、

写
真
の
表
示
に
つ
い
て
」
石

嶋
室
長
よ
り
講
演
解
説
し
て

頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
の
講

演
は
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
い

か
に
撃
退
す
る
か
、
台
湾
報

告
と
世
界
の
事
例
よ
り
」
ま

ず
、
Ｉ
Ｆ
Ｔ
台
湾
視
察
団
と

し
て
参
加
し
た
津
田
書
記
次

長
よ
り
、
台
湾
タ
ク
シ
ー
視

察
報
告
を
お
こ
な
い
、
Ｉ
Ｆ

Ｔ
の
浦
田
誠
政
策
部
長
よ
り

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
い
か
に

撃
退
す
る
か
」
を
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
後
、
野
尻
書
記
次
長

よ
り
２
０
２
３
春
闘
の
総
括

と
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
討
議
課

題
の
提
議
を
行
い
、
松
永
書

記
長
に
よ
り
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

の
ま
と
め
を
発
言
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
講
演
後
、

活
発
な
講
義
が
行
わ
れ
参
加

者
に
と
っ
て
有
益
な
夏
季
労

働
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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２
０
２
３
全
自
交
東
京
地
連
第
２
回
法
対
学
校

全
自
交
東
京
地
連
は
６
月
26
日
、
江
東
区
の
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
２
０
２
３
法
対
学
校
を
開

催
し
ま
し
た
。
公
道
を
職
場
と
す
る
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
に
と
つ
て
は
、
事
故
、
違
反
は
死
活
問
題

で
す
。
法
対
学
校
で
は
、
公
道
を
走
る
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
や
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
な
ど
新
た
な

交
通
手
段
に
対
す
る
対
策
や
、
交
通
違
反
取
り
締
ま
り
の
実
態
な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
全
自
交
労
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

三浦信彦常務理事

安田克己指導部長



関
東
交
運
労
協
は
、
6
月

23
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
で

「
関
東
交
運
労
協
第
20
回
交

通
政
策
研
究
集
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
上
岡
一
幸
議
長

は
、
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
感
染
へ
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
社
会
的
な

責
任
を
全
う
し
頑
張
っ
て
き

た
組
合
員
の
努
力
、
苦
労
、

苦
し
み
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
、
そ
の
こ
と
は
社
会
的
な

地
位
の
向
上
に
つ
な
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
日
の
集

会
で
得
た
こ
と
を
共
有
し
労

働
条
件
の
向
上
と
制
度
政
策

要
求
の
実
現
に
し
よ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
総
連
政
策

局
粕
谷
局
長
よ
り
「
自
動
車

業
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
講
演
を
受
け
、
そ

の
後
、
各
分
科
会
に
分
か
れ

8
月
に
関
東
運
輸
局
に
要
請

文
を
確
認
後
、
直
井
書
記
長

よ
り
ハ
イ
タ
ク
部
会
か
ら
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

全
自
交
東
京
地
連
は
、
第

2
回
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
６

月
7
日
、
渋
谷
区
上
原
社
会

教
育
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
将
棋
の
部
は
加
藤

圭
女
流
二
段
を
招
き
、
将
棋

大
会
で
は
団
体
・
個
人
合
わ

せ
て
39
名
参
加
し
ま
し
た
。

囲
碁
大
会
は
参
加
者
が
少
な

く
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

久
我
書
記
次
長
の
司
会
に

て
開
会
式
が
始
ま
り
、
堀
田

文
化
部
長
か
ら
「
日
頃
の
成

果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
目
指

し
て
健
闘
し
て
頂
き
た
い
」

と
参
加
者
を
奮
い
立
た
せ
る

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
「
加

藤
圭
女
流
二
段
か
ら
は
、
日

頃
の
成
果
を
出
し
切
れ
る
よ

う
。
ま
た
、
指
導
対
局
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
熱

戦
を
展
開
し
交
流
と
親
睦
を

深
め
ら
れ
、
指
導
対
局
も
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
時

折
笑
顔
で
対
局
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

勝
負
の
結
果
は
、
将
棋
団

体
の
部
優
勝
は
京
自
労
吉
祥

寺
支
部
（
押
見
さ
ん
、
三
田

さ
ん
、
鳥
居
さ
ん
）
、
将
棋

個
人
の
部
優
勝
は
、
大
和
自

交
労
組
江
東
支
部
の
三
嶋
さ

ん
で
し
た
。
最
後
に
講
師
の

方
よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
閉

会
し
ま
し
た
。
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関東交運労協

第
20
回
交
通
政
策
研
究
集
会

昨
年
6
月
21
日
、
開
幕
戦

か
ら
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

戦
わ
れ
た
全
自
交
東
京
地
連

第
1
回
野
球
大
会
は
、
全
コ

ン
ド
ル
労
組
と
日
交
労
赤
羽

支
部
が
勝
ち
抜
き
決
勝
へ
進

出
。
7
月
4
日
、
好
天
に
恵

ま
れ
笹
目
公
園
野
球
場
に
て

決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
末
、
全
コ
ン
ド
ル

労
組
が
日
交
労
赤
羽
支
部
を

10
対
9
で
日
交
労
赤
羽
支
部

を
破
り
全
コ
ン
ド
ル
労
組
が

全
自
交
東
京
地
連
初
代
優
勝

チ
ー
ム
と
な
り
全
コ
ン
ド
ル

労
組
は
、
こ
の
勝
利
に
よ
り
、

東
京
地
連
野
球
大
会
の
新
た

な
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。

「
試
合
後
、
表
彰
式
が
行
わ

れ
久
我
書
記
次
長
よ
り
賞
状

と
賞
品
を
贈
呈
さ
れ
、
第
1

回
野
球
大
会
無
事
決
勝
戦
が

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
参

加
し
た
み
な
さ
ん
の
お
陰
で

す
」
と
感
謝
の
辞
を
述
べ
ら

れ
、
第
1
回
野
球
大
会
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

全自交東京地連第1回野球大会

東京地連第2回囲碁・将棋大会

6
月
20
日
、
全
自
交
東
京

地
連
第
2
回
野
球
大
会
開
会

式
と
開
幕
戦
を
夢
の
島
野
球

場
で
行
い
、
14
チ
ー
ム
が
参

加
し
開
幕
戦
で
は
5
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
開
幕
戦
に
出
場
し
た
選

手
た
ち
は
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
、
各
出
場
チ
ー
ム
の
多

く
の
応
援
団
が
詰
め
か
け
熱

い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
初

戦
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
は
、

京
自
労
吉
祥
寺
支
部
、
ワ
イ

エ
ム
労
組
、
全
コ
ン
ド
ル
労

組
、
三
交
労
八
王
子
支
部
、

日
交
労
三
鷹
支
部
、
優
勝
目

指
し
て
頑
張
ろ
う
。

優勝 全コンドル労組

優勝チーム 全コンドル労組
開会あいさつする上岡議長

熱戦を繰り広げる参加者たち

全自交東京地連第2回野球大会

開
幕
戦
ス
タ
ー
ト

開会式の様子


